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がん患者・家族を
がん相談につなげるために
～地域の急性期病院における取り組みの一例～

鳥取県立中央病院 臨床心理士 藤松義人



鳥取県立中央病院の概要

病床数 ４３１床（ 一般４１７床・結核１０床・感染症４床 ）

診療科 ２５診療科 ３センター
H19年「地域がん診療連携拠点病院」に指定



【設 置】
H１９年
【スタッフ】
室長 医師(兼任)

医療ソーシャルワーカー 1名(兼任)

緩和ケア認定看護師 1名
臨床心理士 1名
【相談件数】
H23年度 年間3600件超相談

がん相談支援室の概要



院内広報の取り組み

患者・家族向け
リーフレット作成と設置
病院広報誌
院内掲示
（病棟・外来・化学療法室など）

院内講演会
外来待受無音TV
院内図書室との連携

医療スタッフ向け
プレゼン
院内掲示
キャンサーボード
病棟ラウンド
飲み会

医療スタッフ向け
プレゼン
院内掲示
キャンサーボード
病棟ラウンド
飲み会



広報活動のハードル

がん相談支援室の広報のために、入院患者
資料セットにリーフレットを入れたい！！

地域の総合病院であり、がん以外の患者も
多い。また、「がん」という言葉に敏感な方も。
特に、未告知の患者に疑念を抱かせる可能
性あり実現困難

By 病院幹部



当時の院内状況

院内がんサロンの立ち上げと同時に、サロン
に付属して、患者家族の医療情報収集のサ
ポートを目的に患者図書室を開室

患者図書室・患者サロンリーフレットを作成

病院アメニティー施設アピールのために、
入院時配布資料セットに患者図書室・患者
サロンリーフレットを挿入することに



図書室・サロンで両
面印刷となっている。
実際には、経費削減
のため、両面白黒印
刷のものを入院セッ
トに挿入



一般書に関しては書籍の入
れ替え中。県立図書館と連
携することで、病院の図書
購入費用負担を抑えつつ、
定期的に図書のリフレッシュ
を行うことができる

インターネット利用PCや
DVD閲覧用TVなども設置

サ
ロ
ン



患者図書室との連携

患者図書室へ訪問し、がんに関する書籍を
探したり、貸出希望される患者・家族に司書
さんより、がん相談支援室の説明とリーフ
レットを配布していただく

情報を求めている患者・家族に的を絞って
がん相談支援室に関する情報提供が行わ
れるようになった。配布コストを抑えつつ、
相談に直接結びつきやすい、効果的な広報
活動を行うことが可能となった



まとめ

様々な疾患を取り扱う、地域の急性期病院に
は、広報活動にあたって様々なハードルが考
えられる
院内の関連部署と協力体制を構築することで、
コストを抑え、的確な広報を行うことが可能と
なる
広報はすぐに成果が現れないことも多い。
複合的な手段を用い、長期的な視点で取り組
むことで、がん相談支援センターへの認知度
向上と適切な相談への道筋を示すことが可能
となる


